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1.  平成23年12月期第1四半期の業績（平成23年1月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第1四半期 1,208 24.5 △112 ― △96 ― △98 ―
22年12月期第1四半期 971 △23.3 △35 ― △19 ― △49 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年12月期第1四半期 △7.27 ―
22年12月期第1四半期 △3.66 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第1四半期 5,707 2,104 36.9 155.29
22年12月期 5,640 2,165 38.4 159.77

（参考） 自己資本   23年12月期第1四半期  2,104百万円 22年12月期  2,165百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年12月期 ―
23年12月期 

（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成23年12月期の業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計) 2,300 19.3 △30 ― 10 ― △20 ― △1.48

通期 4,500 17.1 △30 ― 40 ― 10 ― 0.74



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年12月期1Q 13,580,000株 22年12月期  13,580,000株
② 期末自己株式数 23年12月期1Q  26,369株 22年12月期  25,749株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期1Q 13,553,993株 22年12月期1Q 13,554,513株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は様々な要因に
より大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は【添付資料】P.3「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

  当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、新興国需要に支えられ輸出を中心として一部に回復の兆しが見え

たものの、個人消費や雇用情勢に改善はみられず、円高、デフレも継続するなど依然として厳しい状況で推移いた

しました。 

 そのような中、３月11日に発生した東日本大震災により、わが国経済は未曾有の危機に直面することになりまし

た。 

 このような厳しい環境のもと、当社は積極的な営業活動を展開してまいりましたが、不安定な原材料価格や厳し

い受注競争もあり、企業収益の圧迫要因となりました。また、受注の減少に対応した生産調整を行う一方で、収益

改善を図るため、原価の低減、経費削減に注力いたしました。 

 この結果、当第１四半期会計期間の売上高は、12億８百万円（前年同期比24.5％増）、営業損失は１億12百万円

（前年同期は営業損失35百万円）、経常損失は96百万円（前年同期は経常損失19百万円）、四半期純損失は98百万

円（前年同期は四半期純損失49百万円）となりました。 

  

 セグメント別の業績は次のとおりであります。 

  

〈産業機械関連機器〉 

 工作機械鋳物部品の分野は、中国をはじめ新興国向けが好調で、今後も持続的に伸長するものと思われます。  

国内向けの受注回復は海外に比べ依然として力強さに欠けてはいますが、徐々に回復基調に入っておりました。 

  そのような中、３月11日に発生した東日本大震災により、あらゆる業界で、部品調達や物流等に大きな支障が出

ており、企業収益が低下し、一時的には設備投資が抑制される懸念もあることから、大変厳しい状況が続いており

ます。日本工作機械工業会による受注状況は、前年同期比169.0％の実績となっております。当社の受注状況は、前

年同期比95.9％となっております。 

 ディーゼルエンジン鋳物部品の分野は、平成22年からはじまった海運市況の回復と割安な船価水準により世界全

体で造船ブームとなっております。当社におきましても、前年同期比113.8％の受注実績となっております。 

 ただ、受注に際しては、価格競争力の強い中国製や韓国製などが台頭しており、国内の船舶用ディーゼルエンジ

ンメーカーからは、当社に対しても製品単価の厳しい値下げ要請が続いております。 

 産業機械鋳物部品の分野では、小口の受注が大半で、前年同期比36.0％の受注実績となっております。 

 その結果、当部門の売上高は６億14百万円（前年同期比35.4％増）、営業損失は１億33百万円、受注高は５億44

百万円(前年同期比0.2％減)、受注残高は８億８百万円（前年同期比15.8％増）となりました。 

  

〈住宅関連機器〉 

 住宅関連機器におきましては、新設住宅着工戸数が今年に入っても、昨年同様に低水準で推移しております。そ

のため、住宅設備機器市場は、受注競争の激化や建設資材の高騰等により、厳しい環境となっております。 

 こうした状況の中、新規取引先の開拓や提案型セールスに徹し、業容の拡大に努めた結果、自社の主力製品であ

る「鋳物ホーロー浴槽」は好調に推移し、前年同期に比べ10.2％増加いたしました。また、仕入商品であります

「やまと風呂」の販売も堅調に推移いたしました。 

 その結果、当部門の売上高は５億93百万円（前年同期比14.9％増）、営業利益は21百万円（前年同期比3.8％増）

となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債、純資産の状況） 

 当第１四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べ67百万円増加し、57億７百万円となりました。 

流動資産は、主に売掛金の増加等により前事業年度末に比べ69百万円増加し、26億67百万円となりました。 

固定資産は、主に機械及び装置の減少により前事業年度末に比べ１百万円減少し、30億40百万円となりました。

当第１四半期会計期間末の負債合計は、１億28百万円増加し、36億２百万円となりました。 

流動負債は、主に支払手形の増加により、前事業年度末に比べ１億37百万円増加し、29億33百万円となりまし

た。 

固定負債は、主に長期借入金の減少により前事業年度末に比べ８百万円減少し、６億69百万円となりました。 

純資産合計は、主に利益剰余金の減少により前事業年度末に比べ60百万円減少し、21億４百万円となりました。

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



（キャッシュ・フローの状況） 

  当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ84百万

円減少し、４億40百万円となりました。  

 当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は、38百万円（前年同四半期は１億88百万円の獲得）となりました。これは主に売

上債権の増加による支出があったものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は、５百万円（前年同四半期は50百万円の使用）となりました。これは主に投資不

動産の賃貸による収入があったことによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、51百万円（前年同四半期は59百万円の使用）となりました。これは主に長期借

入金の返済によるものです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成23年12月期の業績予想につきましては、現時点では、平成23年２月14日に発表いたしました内容を修正して

おりません。 

   

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

①棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前会計年度末の実地棚卸高を基礎と 

して合理的な方法により算定しております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、 

簿価切下げを行う方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定しているため、当該予算に基づく年 

間償却予定額を期間按分して算定しております。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況 

に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング 

を利用する方法によっております。 

  

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理） 

 該当事項はありません。 

   

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。  

 これにより、営業損失及び経常損失は121千円、税引前四半期純損失は16,669千円増加しております。また、当

会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は17,199千円であります。 

  

（表示方法の変更） 

 従来、財務活動によるキャッシュ・フローにおいて区分掲記しておりました「短期借入による収入」及び「短

期借入金の返済による支出」は借入期間が短く、かつ回転が早い短期借入金が主であるため、前事業年度末より

「短期借入金の純増減額」として表示しております。   

 なお、当第１四半期累計期間における「短期借入金の純増減額」を総額表示すると、「短期借入れによる収

入」の金額は400百万円、「短期借入金の返済による支出」は△400百万円であります。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

   

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（1）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成23年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 665,287 750,238

受取手形及び売掛金 1,337,633 1,143,420

商品及び製品 289,469 371,612

仕掛品 174,731 132,937

原材料及び貯蔵品 163,203 166,486

繰延税金資産 17,349 17,349

未収入金 7,204 12,326

その他 13,514 4,801

貸倒引当金 △1,000 △1,000

流動資産合計 2,667,394 2,598,171

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 500,531 503,055

機械及び装置（純額） 727,461 783,395

土地 372,873 372,873

その他（純額） 141,532 142,231

有形固定資産合計 1,742,398 1,801,555

無形固定資産   

無形固定資産合計 13,273 14,561

投資その他の資産   

投資有価証券 1,039,502 982,984

投資不動産（純額） 163,701 165,308

その他 91,546 87,826

貸倒引当金 △3,450 △3,450

投資損失引当金 △6,700 △6,700

投資その他の資産合計 1,284,599 1,225,969

固定資産合計 3,040,272 3,042,086

資産合計 5,707,666 5,640,258



（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成23年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 904,087 761,844

短期借入金 1,823,442 1,824,192

未払法人税等 2,028 3,309

賞与引当金 37,620 12,000

資産撤去引当金 － 10,017

その他 166,642 185,226

流動負債合計 2,933,820 2,796,590

固定負債   

長期借入金 281,354 332,268

繰延税金負債 94,833 72,171

退職給付引当金 162,189 154,465

役員退職慰労引当金 40,250 46,012

環境対策引当金 17,029 17,029

資産除去債務 17,300 －

長期預り敷金 56,115 56,115

固定負債合計 669,072 678,062

負債合計 3,602,892 3,474,652

純資産の部   

株主資本   

資本金 651,000 651,000

資本剰余金 154,373 154,373

利益剰余金 1,141,199 1,239,787

自己株式 △4,948 △4,899

株主資本合計 1,941,625 2,040,261

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 163,147 125,343

評価・換算差額等合計 163,147 125,343

純資産合計 2,104,773 2,165,605

負債純資産合計 5,707,666 5,640,258



（2）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 971,028 1,208,854

売上原価 835,079 1,148,422

売上総利益 135,949 60,431

販売費及び一般管理費 171,576 172,583

営業損失（△） △35,626 △112,152

営業外収益   

受取利息 92 48

受取配当金 315 314

受取地代家賃 24,490 24,789

その他 10,437 4,823

営業外収益合計 35,336 29,975

営業外費用   

支払利息 9,045 7,894

不動産賃貸関係費 5,523 5,331

製品処分損 4,146 1,172

その他 47 31

営業外費用合計 18,762 14,430

経常損失（△） △19,053 △96,606

特別利益   

固定資産処分益 － 7,748

スクラップ売却 － 7,303

その他 － 1,949

特別利益合計 － 17,000

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,548

投資有価証券評価損 － 198

固定資産処分損 1,413 1,666

災害による損失 42,648 －

特別損失合計 44,062 18,412

税引前四半期純損失（△） △63,115 △98,018

法人税、住民税及び事業税 570 569

法人税等調整額 △14,011 －

法人税等合計 △13,440 569

四半期純損失（△） △49,674 △98,588



（3）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △63,115 △98,018

減価償却費 93,510 80,660

賞与引当金の増減額（△は減少） 25,137 25,620

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,229 7,724

前払年金費用の増減額（△は増加） 2,729 1,349

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,512 △5,762

資産撤去引当金の増減額（△は減少） － △10,017

受取利息及び受取配当金 △407 △362

支払利息 9,045 7,894

災害損失 42,648 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 198

有形固定資産処分損益（△は益） 1,413 △6,082

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,548

投資不動産賃貸収入 △24,490 △24,789

投資不動産賃貸費用 5,523 5,331

売上債権の増減額（△は増加） 212,625 △194,212

たな卸資産の増減額（△は増加） △72,747 43,813

仕入債務の増減額（△は減少） 30,629 142,242

未払消費税等の増減額（△は減少） △21,140 8,771

その他 △32,397 △28,486

小計 213,682 △27,579

利息及び配当金の受取額 341 342

利息の支払額 △9,956 △8,390

災害損失の支払額 △13,553 －

役員保険積立金の増減額（△は増加） △570 △570

法人税等の支払額 △1,103 △2,170

営業活動によるキャッシュ・フロー 188,840 △38,368

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △50,000

定期預金の払戻による収入 － 50,000

投資有価証券の取得による支出 △1,000 △750

有形固定資産の取得による支出 △69,111 △22,152

有形固定資産の売却による収入 － 6,974

無形固定資産の取得による支出 △1,402 －

投資不動産の賃貸による収入 24,490 24,789

投資不動産の賃貸による支出 △3,783 △3,711

投資活動によるキャッシュ・フロー △50,805 5,149

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 750,000 －

短期借入金の返済による支出 △750,000 －

短期借入金の純増減額（△は減少） － －

長期借入金の返済による支出 △59,874 △51,664

配当金の支払額 △87 △20

その他 △36 △48

財務活動によるキャッシュ・フロー △59,997 △51,732

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 78,037 △84,950

現金及び現金同等物の期首残高 694,943 525,238

現金及び現金同等物の四半期末残高 772,981 440,287



 該当事項はありません。 

  

  該当事項はありません。  

  

   該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報
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